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00. はじめに
　人々が求める都市の在り方は、国際化や経済成長に伴い、
常に移り変わっている。都市において人々は、仕事や学習、
又は居住をする。これらの明確な目的要素を受け容れる器
としての機能が、都市には求められる。
　一方で、都市には具体的な機能として表出する事の無い、
「場」としての役割が存在する。しかし、高度発展した現代
の都市では、用途が明確に定義される事で、隙の無い都市
となり、無目的な「場」が入り込む余地を失っているよう
に見受けられる。
　国際化・多様化の進む現代社会において、それらは都市
におけるポテンシャルであり、そこで生活する多様な人々
が自然と関わり合いを持ち、交流する事のできる「場」を
提供する事が、都市における真の役割なのではないだろう
か。
01. 計画の背景
01　品川田町車両基地再開発計画
　本計画は、現在計画されている品川田町車両基地再開発
計画に則り、都市に対する提案を行う。
山手線新駅建設
　現在、JR 東日本により山手線の品川―田町間に新駅の建
設が検討されている。新駅が予定されているのは、品川駅
の北側約１キロの地点。両駅間は２・２キロと山手線の駅
間で最も長い。新駅には並走する京浜東北線も停車する計
画となっている。
新駅周辺車両基地再開発
　再開発が計画されているのは、品川―田町駅間にある車
両基地「品川田町車両基地」（20ha）の跡地約 15ha。大規
模なオフィス街や商業施設の建設が予定されている。国際
便が拡大している羽田空港にも近いことから、国の「国際
戦略総合特区」に指定された。国は特区で働く外国人の入
国審査などに関する規制を緩和、都は特区内の企業の法人
事業税の減免などで、外資系企業の誘致を図っていく。
　平成 13 年度中に完成予定
である東北縦貫計画により、
東海道線などの車両を止め
る車両基地が大幅に縮小さ
れる。再開発はこの空きス
ペースを活用する。
　車両基地の集約、移転、
線路配置等の変更を行い、
高度利用可能な大規模事業
用地を生み出す工事が現在
進められている。
洗練されているが限定的な用途のオフィス群と、雑多だが「場」を持つマーケット
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02　品川田町駅周辺の地域特性・現在
土地利用
　本地域は、日本の鉄道が地域を南北に縦断し、品川駅か
ら田町駅にかけては、本計画地となっている広大な品川田
町車両基地がひろがっている。
　本地域南部に位置する品川駅東口周辺では口再開発によ
るビル群が品川の新しい顔を形成している。
　JR 線路の東側に位置する芝浦地区、港南地区には、芝浦
水再生センター、東京海洋大学、工場・倉庫が立地している。
この地域では、近年、水辺の立地を活かした大規模な集合
住宅の建設など、住宅市街地への転換が進行している。
JR 線路と平行に走る放射 19 号線（国道 15 号）西側の高輪
台地には、大規模なホテル群が集積するとともに、泉岳寺
などの由緒ある寺社や歴史的な建築物も点在する。また、
それらの周辺には緑豊かな住宅市街地がひろがっている。
地域の課題
　本地域は、近年ＪＲ線東側を中心に急激な変貌を遂げつ
つあるが、環境・景観等については統一的な指針がなく、
土地利用の変化に伴い質の高い生活環境を確保するうえで
も様々な課題を抱えている。地域整備を進めるにあたって
は、地域全体の価値をより高めていくためにも、環境・景観・
水・緑・賑わい等の都市機能の導入の方向について、統一
的な考え方に基づく、まちづくりの指針が必要とされてい
る。
　さらに、都市基盤施設に関しては、本計画地である南北
に縦断する線路や車両基地により分断された地域の東西連
携強化等の課題が存在する。他の副都心等の拠点と比較し
て地域の骨格となる道路の絶対的な不足が見受けられるた
め、今後の大規模開発と連携して必要となる道路基盤の整
備を進めていく必要がある。
02. 計画の基本方針
01　品川駅・田町駅周辺まちづくりガイドライン
　本計画を考えて行く上での基本的な指針を、同じく品川
田町駅周辺地域において整備されている「品川駅・田町駅
周辺まちづくりガイドライン」に則って計画したい。
　ガイドラインの中の特に計画に関わる点を抜粋して以下
に紹介する。
目指す将来像
　ガイドライン内で提示されている本計画地における目指
すべきビジョンは、以下のように表されている。
• 環境モデル都市づくり
• 千客万来の都市づくり
• 東京サウスゲートの形成
　これらの 3 本柱によって本計画地のビジョンが形成され
ることとなるが、特に「環境モデル都市づくり」の項目は、
建築的アプローチによる効果が比較的大きいと予想される。
風の道をつくる
　環境に配慮した都市づくりは、都市のおかれた環境との
調和を図ると同時に都市の活性化をも促していくことが求
められる。
　本計画地では、環境資源である東京湾の海風を活かし、
環境モデル都市を実現する。ガイドライン内では、その基
本は、都市に風を取り込み都市空間の暑熱化などの環境改
善に寄与し、本地域のみならず内陸の後背地へ風を導くこ
とにあるとされている。
　具体的な指針としては、建築物の高さや形状に制限を設
け、風の道形成を促している。
　また、風の道にかかる地区では、緑がクールスポットと
して風を冷やすことで、冷涼な風の流れができることから、
街路樹整備、公園・緑地整備、公開空地等民有地内での緑
化等により積極的な緑の配置と確保を誘導する。
水と緑のネットワークをつくる
　風の道形成と同時に、水と緑のネットワークの形成は、
一定量の緑量の確保と配置により大気の冷却効果を有する
とともに、運河に通じる道は、運河の冷風のにじみ出し効
果を期待できる。
- 品川田町車両基地再開発計画 -
品川周辺地域の風景
シミュレーションに基づいた風の道の設定
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　そこで、水と緑のネットワークを有効に形成することに
より、風の道を確保するための方策との相乗効果を発揮す
るため、本地域での緑・オープンスペースの形成の作法と
して、緑量の確保等に取り組んでいく。
　ガイドライン内では、特に運河空間の整備について以下
のような提案がなされている。
• 運河沿いに樹木などの植栽を連続的に配置するよう誘
導するとともに、橋や遊歩道等のライトアップなどに
より魅力ある水辺空間を創出する。
• 護岸の整備と合わせ、運河と表通りをつなぐ通路の整
備や水上交通の利用が可能となる桟橋の設置などを誘
導し、親水性の確保を図る。
• 桟橋の設置と連動し、水上バスといった水上交通の運
航等、運河の活用を誘導する。
• 運河沿いの遊歩道の整備、橋で分断された遊歩道の連
続化など、水辺の散歩道として歩きたくなる歩行者空
間のネットワーク化を図る。
下水再生水の利用
　下水再生水は豊富で水質も安定していることから、都市
の貴重な水資源として都市環境の向上に活用していく。
　既に、芝浦水再生センターから品川駅東口地区等に水洗
トイレ用水として下水再生水を供給しており、今後、優先
整備地区を中心に導入効果を勘案しながら、段階的整備に
より供給対象施設の拡大を図る。
　さらに、まちづくりと連動しながら、ヒートアイランド
対策として、保水性舗装の補給水や植栽等緑への散水用水
などとして下水再生水の利活用を誘導する。
　下水再生水の利活用に向け、事業手法、整備主体、費用
負担のあり方などを関係者間で調整していく。
東西連絡性の強化・改善
　本計画地における最も大きな問題として、南北に伸びる
車両基地による、交通道路の東西分断が挙げられる。
　放射 19 号線等の幹線道路と鉄道敷が南北に地域を縦断
し、土地利用転換が進む駅東側の芝浦・港南周辺地区や芝
浦水再生センター地区と西側の品川駅西口地区や高輪周辺
地区との東西連絡性の強化・改善が課題である。
　このため、今後、地域内の大規模開発とも連動しながら、
東西方向の動線となる道路整備を図る。
03. 計画概要
01　コンセプト
　国際化やそれに伴う住人の生活のスタイルの多様化に
よって、人々が求める都市の在り方は、常に移り変わって
いる。これらの影響の特に大きい都心部においては、都市
に対する要求もひときわ大きい。
　では、今日都心において求められている都市像とはいっ
たいどのようなものなのだろうか。前項までのガイドライ
ンを踏まえ、その姿を検討していく。
- 品川田町車両基地再開発計画 -
本計画地へ下水再生水を供給する芝浦水再生センター
計画地詳細
東西分断に関する解決案
品川田町車両基地
港区 2 丁目
市街化地域
純工業地域
防火地域
建ぺい率 60%
容積率 400%
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3 つのキーワード
　今回、都心における都市の提案を、品川田町車両基地再
開発計画という、東京のキースポットにおける大規模開発
が持つポテンシャルを借りる事で行う。
　本計画の敷地である品川・田町駅とその周辺は、東京の
玄関口である羽田空港とのアクセスも良く、充実したオフィ
スエリアや国内有数の客室数を備えた宿泊施設を有し、ま
た、水辺とも接近した立地となっており、都市的ポテンシャ
ルは非常に高い。尚かつ、未だに多くの低・未利用地が残
されており、国土交通省によって「都市・居住環境整備重
点地域」に指定される等、今後の成長も多いに見込まれて
いる。
　そんな本敷地において、私は以下の 3 つのキーワードが
本計画を進めるにあたって指針となると考える。
• 3rd PLACE
• NODE
• JAM
3rd PLACE　- サードプレイス -
　「サードプレイス」とは、家庭を「ファースト」、職場・
学校等を「セカンド」と定義し、それらに次ぐ第 3 の生活
拠点を指す言葉である。
　　元々サードプレイスとは、ヨーロッパのパブやカフェ
の「飲食」という表面上の目的の裏に「人との交流」が隠
されているという性質に着目したものであり、人々はフォー
マルな場では生まれる事のない当事者間の「人間性の曝露」
に魅了され、パブやカフェを第三の居場所として受け入れ
ている。
　核家族化やセキュリティ意識の向上等によって他者との
コミュニケーションの機会が減少している現代の日本の都
心の状況を考えてみても、現代日本人がサードプレイスと
呼ぶ事の出来る生活拠点を満足に手に入れているとは考え
難い。
　そして、我々は無意識の内に、現代のシステム化された
社会から置き去りにされてしまったような個人経営の居酒
屋に魅了され、若しくはインターネット上で自分の情報を
逐一発信し人の関心を引こうと躍起になっているのである。
NODE　- 交通結節点 -
　「ノード」とは「結節点」であり、本計画においては、交
通におけるその接点という認識でこの言葉を用いる。
　昨今の都心における急激な都市化によって、いくつかの
インフラはパンク寸前の状態に陥っている。そこで、新た
な物流の軸を都市へ導入する事で、役割が集中している既
存の軸への負担を分散し軽減する事ができる。
　また、その異種軸それぞれを接近させる事によって、役
割の相互交換を容易にし、物流をよりスムーズな物とする
事ができる。
　これは当然、都市計画の射程に含まれる。よって、本計
画地を交通・物流の結節点として計画し、都心の様々な活
動に寄与したい。
JAM　- 多用途混在 -
　本計画地である品川・田町駅周辺地域は、国際空港とし
て生まれ変わった羽田空港からのアクセスが容易であり、
国際色豊かな都市である。
　また、計画地西側には高輪地区の住宅街が広がっており、
東側には高度発展したオフィス街、そして泉岳寺等の古く
からそのカタチを変えずに留まっている要素も点在してお
り、他方では教育施設も数多く存在している。本計画地は
多様な文化が入り交じっている土地であると言える。
　機能やアクティビティの混在は生活を豊かにする。かつ
ての合理性を優先した都市計画によって生まれたベッドタ
ウンは、居住者の高齢化等、多くの問題を抱えている。
　それに対し、機能やアクティビティ・文化を混在させる
事でその地に多様性が生じ、都市における住人や訪問者に
対する受け皿を広く持つ事が可能となる。
- 品川田町車両基地再開発計画 -
都市の居住環境に寄与する都市の提案イメージ
機能配置図 S=1/10000
福祉・学習施設
事務所
文化施設
住居
生産・創作
商業施設
国際会議・展示場
交通施設
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02　提案内容
都市交通基盤に関する提案
　本計画は JR による再開発用地としての車両基地の開放を
伴う新駅建設の計画から始まっている。よって、本計画は「JR
山手線新駅」としての顔を持つ。
　そして、敷地の西側を沿うように走る放射 19 号線の地下
に、京急線・都営浅草線の泉岳寺駅が位置しており、これ
もまた計画地からのアクセスを持たせる。
　更に、本計画にもう 1 本新たな都市交通基盤軸を挿入し
たい。それは、敷地東部、すぐ近くを流れる水路である。
　先に述べた通り、日本の既存の交通手段は飽和状態であ
る。そこで私は、新たな都市交通基盤の軸として、水上交
通を提案したい。東京において既に水上交通は東京では隅
田川流域を中心に活躍しており、多様なルートを航行して
いる。
　現在の日本における水上交通が未だ発展途上であり、利
用の主な目的は観光に限られている。
　しかし、本計画のような交通結節点として大きなポテン
シャルを持つ地域に先見的に導入する事により、交通基盤
のニュースタンダードとしての水上交通に現実味を帯びさ
せる事ができると考える。
JAM の手法
　本計画では、以下の用途を敷地内に計画する。
国際施設 国際会議場、展示場
交通施設 駅、乗船場、バスターミナル
文化施設 美術館、ギャラリー、劇場
事務所 オフィス、シェアオフィス
住居 住居、SOHO、アトリエ付き住居、学生寮
商業施設 商業施設
生産・創作施設 共同アトリエ
福祉・学習施設 老人ホーム、幼稚園、小学校、図書館、サテ
ライトキャンパス
その他 物流倉庫
　これらの多様な用途の建築を、それぞれが品川駅から今
回計画される新駅まで直通で伸びたコンコースによって噛
み合い、コンコースを通過する事でそれぞれのアクティビ
ティを体感する事ができる空間とした。
　毎日の通勤、通学の時間帯には多くの人がコンコースを
通過し、それらのアクティビティを眺める。それを毎日繰
り返していくうちに、それらは日常の光景となり、あまり
馴染みの無いアクティビティに対しても、より親密な関係
を持つ事が可能となり、都市は活発化していくのではない
だろうか。
緑の大屋根
　本計画では、人々の生活の基準となるレベルを一部で垂
直方向へ持ち上げ、いくつかの建築をその下へ埋没させて
いる。そうする事により、生活圏がより空と近い存在となり、
また、都心では実現し難い規模の緑地を確保する事を可能
とした。
- 品川田町車両基地再開発計画 -
東京の多様なインフラを束ねる
多様な用途の建築が、コンコースによって繋がれる
羽田空港
SITE
下町との連携
緑の大屋根概観図 S=1/10000
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04. おわりに
01　謝辞
　　本計画は、私がこれまで経験した事のない広大
な敷地であり、敷地に圧倒され続けてしまいました。
しかし、課題に取り組んでいるうちに建築設計とは
異なる面白さ、浪漫の断片を垣間見る事ができるよ
うになってきたように思います。
　現段階では計画はまだまだ至らない点が多く見受
けられますが、この経験は必ず後に活かされる時が
来ると感じます。
　主査を担当して戴きました渡辺真理教授、副査を
担当して戴きました大江新教授、陣内秀信教授、そ
して、デザインスタジオにおいて毎回厳しいお言葉
で鼓舞して下さいました坂本一成先生、貴重な経験
をありがとうございます。今後も努力していく所存
です。是非ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い
致します。
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